
一
「
健
気
な
親
の
消
滅
」
説
と
「
親
負
担
ル
ー
ル
」
の
変
貌

大
学
教
育
費
を
、「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
」
負
担
す
る
の
か
、
と

い
う
問
題
は
日
本
の
高
等
教
育
が
か
か
え
る
深
刻
な
課
題
の
一
つ
で

あ
る
。

「
こ
れ
ま
で
日
本
の
高
等
教
育
を
支
え
て
き
た
の
は
自
分
の
老
後

よ
り
も
、
子
ど
も
の
将
来
を
考
え
る
『
健
気
な
親
』
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
今
や
そ
の
基
盤
が
崩
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」。「
健
気
な
親
」

は
自
分
の
生
活
費
や
老
後
資
金
を
削
っ
て
で
も
、
子
ど
も
の
大
学
教

育
費
を
支
払
う
が
、
「
健
気
で
な
い
親
」
は
子
ど
も
の
大
学
教
育
費

を
支
払
わ
な
い
か
、
家
計
が
苦
し
く
な
れ
ば
子
ど
も
の
大
学
を
辞
め

さ
せ
よ
う
と
す
る
（
潮
木
二
〇
〇
六
、
一
六
九
―
一
七
三
頁
）
。
こ

の
よ
う
に
、
日
本
の
高
等
教
育
の
現
場
で
「
健
気
な
親
の
消
滅
」
を

実
感
し
て
い
る
大
学
教
員
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。

意
外
な
こ
と
に
、
親
子
の
間
で
、「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
」
教
育

費
を
負
担
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
は

少
な
い
。
日
本
学
生
支
援
機
構
『
学
生
生
活
調
査
』
で
も
、
集
合
的

な
傾
向
は
明
ら
か
に
な
る
も
の
の
、
「
健
気
な
親
」
や
「
健
気
で
な

い
親
」
が
ど
の
よ
う
な
教
育
費
ル
ー
ル
を
子
ど
も
と
の
間
で
形
成
し

て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
島
（
一
九
九
九
）
は
大
学
生
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
親
子
間
の
教
育
費
負
担
ル
ー
ル
の
多
様
性
を

描
出
し
て
い
る
希
少
な
先
行
研
究
の
一
つ
で
あ
る
。
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変
貌
す
る
大
学
教
育
費
「
親
負
担
ル
ー
ル
」
と

学
生
経
済
支
援

～
現
状
と
課
題
～

末
冨

芳
（
福
岡
教
育
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）



支
払
い
、
仕
送
り
・
小
遣
い
も
子
ど

も
に
渡
し
、
奨
学
金
利
用
も
し
て
い

な
い
も
っ
と
も
親
役
割
の
大
き
い
ル
ー

ル
で
あ
る
。
２

．「
親
子
協
力
」
ル
ー

ル
と
は
、
保
護
者
か
ら
の
仕
送
り
・

小
遣
い
と
、
学
生
自
身
の
奨
学
金
利

用
に
よ
り
、
大
学
教
育
費
を
賄
う
ル
ー

ル
で
あ
る
。
大
学
教
育
費
を
親
子
双

方
の
負
担
で
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
こ

と
か
ら
「
親
子
協
力
」
と
呼
称
す
る
。

授
業
料
を
保
護
者
が
負
担
す
る
場
合

と
学
生
が
負
担
す
る
場
合
に
大
別
さ

れ
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に

学
生
の
居
住
形
態
（
自
宅
／
自
宅
外
）

の
影
響
が
大
き
い
。

さ
て
３

．「
親
子
区
分
」
と
は
、
保

護
者
が
授
業
料
以
外
は
支
出
せ
ず
、
そ
れ
以
外
を
学
生
自
身
で
支
弁

す
る
点
に
特
徴
を
見
出
せ
る
ル
ー
ル
で
あ
る
。
保
護
者
が
授
業
料
負

担
、
そ
れ
以
外
は
学
生
負
担
と
、
大
学
教
育
費
の
負
担
範
囲
を
区
分

し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
呼
称
と
し
た
。
４

．「
学
生
負
担
」
と
は
授

業
料
を
学
生
自
身
が
負
担
し
、
保
護
者
の
仕
送
り
を
受
け
て
い
な
い
。

す
な
わ
ち
授
業
料
も
そ
れ
以
外
の
大
学
教
育
費
も
学
生
自
身
が
負
担

す
る
ル
ー
ル
で
あ
る
。

「
親
子
区
分
」
や
「
学
生
負
担
」
の
学
生
が
、
な
ぜ
奨
学
金
を
利

用
し
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
家
計
所
得
が
高
い
か
、
「
ロ
ー
ン
回

避
」
行
動
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

２
変
貌
す
る
「
親
負
担
」

ル
ー
ル

：「
親
子
区
分
」、

「
親
子
協
力
」
、
「
学
生
負

担
」
へ
の
多
様
化

さ
て
、
前
述
の
四
区
分
に

よ
り
大
学
教
育
費
の
親
子
間

負
担
ル
ー
ル
の
実
際
を
確
認

し
て
い
く
。
図
１
に
、
居
住

形
態
別
の
親
子
間
教
育
費
負

担
ル
ー
ル
を
示
し
た
。

筆
者
に
よ
る
調
査
で
は
、

大
学
教
育
費
の
親
子
間
負
担

ル
ー
ル
の
全
体
的
な
傾
向
と

し
て
は
、
「
親
負
担
」
が
三
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表１ 親子間教育費ルールのパターン

教育費ルール 授業料 仕送り･小遣い 奨学金

1 親 負 担 保護者 ○ ×

2 親子協力 保護者or学生 ○ ○

3 親子区分 保護者 × ○or×

4 学生負担 学 生 × ○or×

図１ 居住形態別の親子間教育費負担ルール

筆
者
も
従
来
、
大
学
教
育
費
を
「
誰
が
」
「
ど
の
よ
う
に
」
負
担

し
て
い
る
の
か
と
い
う
課
題
に
対
し
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
日
本
で

は
、
「
健
気
な
親
」
の
存
在
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
子
ど
も
の
大
学

の
授
業
料
、
生
活
費
と
も
に
保
護
者
が
負
担
す
る
「
親
負
担
ル
ー
ル
」

が
主
流
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、
「
健
気
な
親
の
消
滅
」

は
親
子
間
教
育
費
ル
ー
ル
を
多
様
化
さ
せ
つ
つ
あ
る
。

本
稿
で
は
、
二
節
で
親
子
間
教
育
費
負
担
ル
ー
ル
の
多
様
性
を
検

証
し
、
三
節
で
学
生
の
大
学
教
育
費
に
対
す
る
経
済
的
役
割
の
拡
大

に
対
し
、
奨
学
金
、
授
業
料
免
除
と
い
っ
た
学
生
経
済
支
援
が
い
か

な
る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
検
証
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
日

本
の
大
学
に
お
け
る
学
生
支
援
の
課
題
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
す
る
。

二
変
貌
す
る
「
親
負
担
ル
ー
ル
」

１
大
学
教
育
費
の
親
子
間
負
担
ル
ー
ル

：

授
業
料
・
仕
送
り
・
奨

学
金
へ
の
着
眼

こ
こ
か
ら
は
、
筆
者
自
身
が
二
〇
〇
七
年
度
に
実
施
し
た
近
畿
・

九
州
地
方
の
二
県
に
お
け
る
大
学
生
調
査
（
『
大
学
生
の
地
域
移
動

と
教
育
費
に
関
す
る
実
態
調
査
』）
を
利
用
し
て
、
親
子
間
教
育
ル
ー

ル
の
実
際
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
て
い
く
。
サ
ン
プ
ル
数
が
、
一
二

四
六
名
と
限
定
さ
れ
て
お
り
、
奨
学
金
受
給
率
や
家
計
所
得
平
均
等

の
数
値
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
日
本
学
生
支
援
機
構
『
学
生
生
活
調
査
』

や
小
林
（
二
〇
〇
八
）
等
で
利
用
さ
れ
て
い
る
東
大
学
術
創
成
科
研

に
お
け
る
『
全
国
大
学
生
調
査
』
の
ほ
う
が
信
頼
性
が
高
い
。

あ
え
て
筆
者
自
身
の
小
規
模
な
調
査
を
利
用
す
る
の
は
、
前
述
の

よ
う
な
大
規
模
調
査
の
個
票
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
現
時
点
で
公
開
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
も
あ
る
が
、
積
極
的
な
理
由
と
し
て

親
子
間
の
教
育
費
ル
ー
ル
の
解
明
を
調
査
の
主
目
的
と
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
小
規
模
な
調
査
だ
が
、
親
子
間
の
教
育
費
ル
ー
ル
を
、

シ
ン
プ
ル
に
描
き
だ
す
た
め
の
素
材
と
し
て
利
用
し
て
い
き
た
い
。

さ
て
、
大
学
教
育
費
の
親
子
間
負
担
ル
ー
ル
の
分
類
基
準
は
、
学

生
役
割
の
大
き
さ
を
評
価
す
る
観
点
か
ら
以
下
の
三
点
と
し
た
。
収

入
変
数
と
し
て
（
１
）
親
か
ら
の
仕
送
り
・
こ

づ
か
い
の

有
無
、

（
２
）
奨
学
金
利
用
の

有
無
、

ま
た
こ
れ
に

加
え
て
（
３
）
授
業
料

負
担
者
が
保
護
者
か
学
生
自
身
か
に
注
目
し
た
。
仮
に
月
一
〇
万
円

の
仕
送
り
で
生
活
し
て
い
る
場
合
、
授
業
料
を
保
護
者
が
負
担
す
る

場
合
と
学
生
自
身
が
負
担
す
る
場
合
と
で
は
、
後
者
の
ほ
う
が
学
生

役
割
の
大
き
い
負
担
ル
ー
ル
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
変
数
に
注
目
し
て
、
表
１
の
よ
う
な
親
子
間
負
担
ル
ー

ル
の
四
パ
タ
ー
ン
を
設
定
し
た
。

ま
ず
１

．「
親
負
担
」
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
が
授
業
料
を
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立
を
考
え
て
親
子
間
教
育
費

ル
ー
ル
を
設
計
す
る
「
思
慮

深
い
親
」
の
存
在
が
あ
る
た

め
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
「
学
生
負
担
」
の

場
合
に
は
年
収
三
〇
〇
万
円

未
満
、
三
〇
〇
～
五
〇
〇
万

円
未
満
の
家
計
が
過
半
数
と

な
っ
て
お
り
、
低
所
得
家
計

出
身
者
が
多
い
こ
と
は
見
逃

す
べ
き
で
は
な
い
。

一
方
で
、
自
宅
外
生
に
つ

い
て
は
、
家
計
所
得
と
教
育

費
ル
ー
ル
と
の
関
連
性
は
顕

著
で
あ
る
。
「
親
負
担
」

↓

「
親
子
協
力
」

↓「
親
子
区

分
」

↓「
学
生
負
担
」
と
親

役
割
が
縮
小
し
、
学
生
役
割

が
大
き
く
な
る
ほ
ど
年
収
三

〇
〇
万
円
未
満
、
三
〇
〇
～

五
〇
〇
万
円
未
満
の
低
所
得
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図２ 教育費ルール別家計年収・自宅生

図３ 教育費ルール別家計年収・自宅外生

二
・
五
％
、「
親
子
協
力
」
一
七
・
七
％
、「
親
子
区
分
」
三
八
・
五

％
、
「
学
生
負
担
」
が
一
一
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大

学
生
活
費
と
学
費
を
保
護
者
に
依
存
す
る
「
親
負
担
」
ル
ー
ル
は
、

も
は
や
主
流
と
は
い
え
な
い
。

さ
て
大
学
教
育
費
の
親
子
間
負
担
ル
ー
ル
は
、
居
住
形
態
に
よ
る

差
異
が
大
き
い
。

自
宅
生
に
お
け
る
「
親
負
担
」
ル
ー
ル
比
率
は
一
三
・
八
％
と
低

く
、
残
り
の
八
六
・
二
％
が
そ
れ
以
外
の
ル
ー
ル
を
採
用
し
て
い
る
。

う
ち
六
六
・
〇
％
が
授
業
料
は
保
護
者
、
そ
れ
以
外
は
学
生
自
身
が

賄
う
「
親
子
区
分
」
ル
ー
ル
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
「
学
生
負
担
」

の
比
率
も
一
七
・
四
％
あ
る
。
自
宅
生
の
場
合
に
は
保
護
者
へ
の
依

存
度
が
授
業
料
に
限
定
さ
れ
る
「
親
子
区
分
」
ル
ー
ル
が
浸
透
し
て

お
り
、
時
に
は
授
業
料
す
ら
も
学
生
自
身
が
負
担
す
る
ケ
ー
ス
も
一

定
数
を
占
め
て
い
る
と
い
え
る
。

自
宅
外
生
に
つ
い
て
述
べ
る
と
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
自
宅

外
生
の
過
半
数
に
あ
た
る
五
一
％
が
「
親
負
担
」
の
学
生
が
多
い
。

た
だ
し
、
そ
れ
以
外
の
四
九
％
は
、
「
親
負
担
」
以
外
の
ル
ー
ル
を

採
用
し
て
お
り
、
と
く
に
三
二
・
五
％
が
「
親
子
協
力
」
ル
ー
ル
を

採
用
し
て
い
る
。
ま
た
「
学
生
負
担
」
ル
ー
ル
の
自
宅
外
生
も
五
・

二
％
存
在
し
て
お
り
、
自
宅
生
と
比
較
し
て
大
学
教
育
費
が
か
か
る

自
宅
外
生
で
も
、
親
子
間
教
育
費
負
担
ル
ー
ル
の
多
様
化
が
認
め
ら

れ
る
。

３
「
健
気
で
な
い
親
」
と
「
思
慮
深
い
親
」

こ
こ
で
、
家
計
年
収
と
保
護
者
所
得
と
の
関
連
性
を
確
認
し
て
お

く
（
図
２
、
図
３
）
。
こ
れ
に
よ
り
「
健
気
で
な
い
親
」
と
は
ど
の

よ
う
な
親
な
の
か
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
み
た
い
。

自
宅
生
で
は
教
育
費
ル
ー
ル
と
世
帯
年
収
と
の
関
連
性
が
、
一
様

で
は
な
い
（
図
２
）
。
た
と
え
ば
「
親
子
協
力
・
自
宅
」
の
一
六
・

七
％
、
「
親
子
区
分
・
自
宅
」
の
三
〇
・
一
％
は
年
収
九
〇
〇
万
円

以
上
の
家
計
の
出
身
学
生
で
あ
る
。
一
定
の
所
得
で
あ
り
な
が
ら
、

子
ど
も
に
奨
学
金
利
用
や
、
授
業
料
負
担
を
さ
せ
る
保
護
者
の
存
在

は
、
「
健
気
で
な
い
」
と
も
見
え
る
が
、
子
ど
も
の
成
長
を
考
え
て

あ
え
て
そ
う
し
て
い
る
「
思
慮
深
い
親
」
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
。

筆
者
自
身
の
教
え
子
の
な
か
に
も
、
保
護
者
の
経
済
水
準
が
高
く
と

も
「
親
が
生
活
費
を
出
す
が
、
学
費
は
自
分
（
子
ど
も
）
の
た
め
に

な
る
の
だ
か
ら
自
分
で
払
う
も
の
」
と
の
親
の
見
解
の
も
と
で
「
親

子
協
力
」
「
親
子
区
分
」
ル
ー
ル
を
採
用
し
て
い
る
学
生
は
複
数
い

る
。す
な
わ
ち
、
自
宅
生
に
お
い
て
、
教
育
費
ル
ー
ル
と
家
計
年
収
の

関
連
性
が
一
様
で
は
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
の
勉
学
や
自
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三
学
生
経
済
支
援
の
現
状
と
そ
の
課
題

１
学
生
経
済
支
援
の
現
状

：

奨
学
金
利
用
の
浸
透
と
授
業
料
免
除

の
課
題

こ
こ
ま
で
は
、
親
子
間
負
担
ル
ー
ル
の
多
様
化
を
確
認
し
て
き
た

が
、
親
の
経
済
的
役
割
が
縮
小
す
る
ほ
ど
、
学
生
は
ア
ル
バ
イ
ト
か

奨
学
金
の
利
用
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。

奨
学
金
利
用
に
つ
い
て
は
、
「
親
子
区
分
・
自
宅
」
を
除
い
て
、

利
用
率
が
高
く
、
大
学
教
育
費
の
親
子
間
の
分
担
を
支
え
る
た
め
の

「
財
源
」
と
し
て
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
４
、
５
）。
な

お
こ
の
場
合
の
奨
学
金
と
は
、
圧
倒
的
に
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学

金
で
あ
り
、
大
学
や
地
方
自
治
体
に
よ
る
奨
学

金
利
用
者
は
き
わ
め
て
少
な
い
（
図
６
）。

た
だ
し
、
授
業
料
免
除
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
調
査
対
象
者
の
う
ち
の
二
・
三
％
し
か
対
象

者
が
お
ら
ず
、
ま
た
教
育
費
パ
タ
ー
ン
別
に
み

て
も
、
「
学
生
負
担
・
自
宅
外
」
の
五
〇
％
の

学
生
が
半
額
も
し
く
は
全
額
授
業
料
免
除
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
は
、
授
業
料
免
除
対
象

者
が
〇
～
一
〇
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
日
本
の
限
定
さ
れ
た
授
業
料
免
除

制
度
は
、
学
生
生
活
に
集
合
的
な
影
響
を
及
ぼ

す
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。
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図４ 奨学金利用率・自宅生

図５ 奨学金利用率・自宅外生

層
が
増
え
る
。
と
く
に
「
学
生
負
担
・
自
宅
外
」
に
は
今
回
調
査
で

は
、
年
収
九
〇
〇
万
円
以
上
家
計
は
存
在
し
な
い
。
潮
木
の
指
摘
す

る
よ
う
に
、
家
計
が
苦
し
い
と
子
ど
も
の
経
済
支
援
を
行
わ
な
い

「
健
気
で
な
い
親
」
の
存
在
は
、
自
宅
外
生
の
教
育
費
ル
ー
ル
で
明

確
に
あ
ら
わ
れ
る
。
大
学
に
自
宅
外
生
と
し
て
通
学
す
る
学
生
は
、

よ
り
多
く
の
大
学
教
育
費
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
家
計
年
収

が
低
い
場
合
、
自
ら
の
経
済
的
役
割
を
縮
小
し
、
子
ど
も
の
負
担
を

大
き
く
す
る
こ
と
で
大
学
教
育
費
を
賄
わ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
よ

り
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

４
親
ス
ポ
ン
サ
ー
以
外
の
学
生
の
「
財
源
」

と
こ
ろ
で
、
「
親
負
担
」
ル
ー
ル
が
非
主
流
化
す
る
中
で
、
学
生

は
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う
に
調
達
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
表
２
、

表
３
は
居
住
形
態
別
に
、
収
入
の
平
均
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ア
ル
バ
イ
ト
平
均
額
は
「
親
子
区
分
（
自
宅
）
」
「
学
生
負
担

（
自
宅
／
自
宅
外
）
」
が
高
く
、
ま
た
奨
学
金
平
均
額
が
「
親
子
区

分
・
自
宅
外
」「
親
子
協
力
（
自
宅
／
自
宅
外
）
」「
学
生
負
担
（
自

宅
／
自
宅
外
）
」
で
高
い
。
「
学
生
負
担
」
ル
ー
ル
の
学
生
は
、
奨

学
金
だ
け
で
な
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
へ
の
依
存
度
も
高
め
て
い
る
実
態

が
確
認
で
き
る
。
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表２ 居住形態別収入平均額・自宅生 （単位：円）

仕送り額 アルバイト額 奨学金 収入合計

親 負 担・自宅（N=66） 19,706 21,803 0 41,379

親子協力・自宅（N=13） 14,143 24,143 52,538 92,231

親子区分・自宅（N=302） 0 43,359 12,043 54,917

学生負担・自宅（N=86） 0 44,988 53,909 96,348

表３ 居住形態別収入平均額・自宅外生 （単位：円）

仕送り額 アルバイト額 奨学金 収入合計

親 負 担・自宅外（N=246） 68,118 25,996 0 93,744

親子協力・自宅外（N=152） 43,698 25,719 50,368 119,327

親子区分・自宅外（N=51） 0 33,185 51,538 84,745

学生負担・自宅外（N=25） 0 43,280 60,920 102,542



近
年
で
は
東
京
大
学
や
東
京
学
芸
大
学
の
よ
う
に
、
低
所
得
家
計

出
身
者
を
基
準
と
し
て
授
業
料
免
除
や
独
自
奨
学
金
貸
与
等
の
経
済

的
支
援
を
行
う
動
向
も
活
性
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し
、
日
本
学
生
支
援
機
構
「
大
学
等
に
お
け
る
学
生
生
活
支
援
の
実

態
調
査
」
（
二
〇
〇
六
年
度
）
で
は
国
立
大
学
の
学
内
独
自
奨
学
金

の
設
置
率
は
二
七
・
八
％
、
公
立
大
学
で
一
四
・
一
％
に
す
ぎ
な
い
。

私
立
大
学
で
は
七
八
・
七
％
が
導
入
し
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
学

業
・
課
外
活
動
優
秀
者
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
ベ
ー
ス
奨
学
金
で
あ
る
。

授
業
料
減
免
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
・
公
・
私
立
や
大
学
毎
に
経

済
的
基
準
や
減
免
率
が
異
な
り
、
い
っ
た
い
何
％
の
学
生
が
そ
の
対

象
と
な
り
、
対
象
と
な
る
家
計
所
得
の
基
準
が
ど
の
程
度
で
あ
る
の

か
と
い
っ
た
全
体
像
の
把
握
す
ら
困
難
な
現
状
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
ど
の
よ
う
に
あ
ら
た
め
て
い
く
べ
き
か
と
い
う

議
論
は
さ
ま
ざ
ま
に
あ
り
う
る
が
、
政
府
レ
ベ
ル
で
の
貸
与
奨
学
金

の
拡
大
と
浸
透
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
低
所
得
階
層
出
身
で
「
学
生

負
担
」
の
よ
う
な
学
生
役
割
が
大
き
い
大
学
教
育
費
負
担
ル
ー
ル
の

も
と
に
あ
る
学
生
へ
の
支
援
の
充
実
は
急
務
で
あ
る
。
と
く
に
、
授

業
料
免
除
の
対
象
者
と
な
る
所
得
基
準
の
明
示
や
そ
の
た
め
の
財
政

的
手
段
の
在
り
方
（
大
学
毎
の
資
産
の
拡
大
や
運
用
、
低
所
得
家
計

出
身
学
生
数
に
応
じ
た
国
立
大
学
運
営
費
補
助
金
の
調
整
、
私
学
助

成
に
お
け
る
「
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
経
費
」
の
拡
充
）
は
、
低

所
得
家
計
か
ら
の
進
学
機
会
の
保
障
や
、
学
業
継
続
に
際
し
て
重
要

な
施
策
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
前
提
と
し
て
、
大
学
毎
の
学
生
の
経
済
実
態
の
把
握
と
情
報

の
集
約
も
必
要
で
あ
る
。
大
学
毎
に
「
学
生
調
査
」
な
る
取
り
組
み

は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
学
生
の
経
済
的
実
態
に
対
す
る
設
問
事
項
は

多
い
も
の
の
、
い
か
な
る
経
済
的
支
援
を
学
生
は
必
要
と
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

教
育
の
質
の
保
障
や
、
国
際
競
争
力
の
向
上
に
取
り
組
む
日
本
の

大
学
に
お
い
て
、
大
学
毎
に
学
生
経
済
支
援
保
障
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
「
議
論
」
で
は
な
く
「
行
動
」
を

期
待
し
た
い
。

引
用
参
考
文
献
一
覧

藤
森
宏
明
、
二
〇
〇
七
、
「
奨
学
金
拡
大
政
策
の
効
果
に
関
す
る
実
証
的

研
究

理
工
系
学
部
に
着
目
し
て
」
『
高
等
教
育
研
究
』
第
一
〇
号
、

二
五
七
～
二
七
七
頁

.

小
林
雅
之
編
著
、
二
〇
〇
八
、
『
奨
学
金
の
社
会
・
経
済
効
果
に
関
す
る

実
証
研
究
』
東
京
大
学
大
学
総
合
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

.

潮
木
守
一
、
二
〇
〇
六
、『
大
学
再
生
へ
の
具
体
像
』
東
信
堂

.

島
一

則
、
一

九
九

九
、
「

親
と
大
学
生
の
学
生
生
活
費
負
担
に
関
す
る
実

証
的
研
究
」
、
日
本
高
等
教
育
学
会
『
高
等
教
育
研
究
』
第
二
号
、
一
七

七
―
二
〇
一
頁

.
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２
学
生
経
済
支
援
の
課
題

：「
健
気
で
な
い
親
」
と
「
健
気
で
な
い

大
学
・
政
府
」

「
健
気
で
な
い
親
」
は
、
今
後
は
お
そ
ら
く
増
え
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
減
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
中
で
、
学
生
経
済
支

援
に
対
す
る
大
学
や
政
府
の
役
割
の
重
要
性
は
、
繰
り
返
し
何
度
も

語
ら
れ
て
き
た
（
藤
森
二
〇
〇
七
）
。
し
か
し
日
本
で
は
「

健
気
で

な
い
大
学
・
政
府
」
も
ま
た
課
題
で
あ
る
。

す
で
に
言
い
尽
く
さ
れ
た
こ
と
だ
が
、
日
本
の
学
生
経
済
支
援
の

量
的
水
準
は
、
国
際
的
に
み
て
低
い
。
奨
学
金
拡
大
政
策
の
大
学
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
化
へ
の
効
果
は
認
め
ら
れ
る
が
、
日
本
学
生
支
援
機
構

奨
学
金
の
特
別
免
除
制
度
の
廃
止
に
よ
り
「
日
本
の
奨
学
金
は
グ
ラ

ン
ト
が
な
い
と
い
う
点
で
、
各
国
と
大
き
く
異
な
る
」
（
小
林
二
〇

〇
八
、
一
一
〇
頁
）
。
ま
た

新
聞
報

道
に
も
と

づ
け

ば
日
本
学
生
支

援
機
構
の
個
人
信
用
情
報
機
関
加
盟
に
よ
り
将
来
的
に
は
滞
納
へ
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
拡
大
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
動
向
は
、
家
計
の
「
ロ
ー

ン
回
避
」
行
動
を
高
め
、
大
学
進
学
機
会
だ
け
で
な
く
進
学
後
の
修

学
継
続
も
困
難
に
な
る
学
生
層
を
拡
大
す
る
懸
念
も
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
で
大
学
側
で
は
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
や
単
位
キ
ャ
ッ
プ
制
等
、
学

生
の
学
業
成
績
が
大
学
生
活
で
評
価
さ
れ
る
教
育
改
革
を
導
入
し
、

中
央
教
育
審
議
会
も
「
学
士
力
」
強
化
等
、
大
学
で
の
学
習
や
教
育

の
質
保
証
を
強
め
る
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
大
学
改
革
や
学

士
課
程
に
お
け
る
教
育
の
充
実
は
結
構
な
こ
と
で
あ
る
が
、
大
学
生

が
大
学
で
の
教
育
達
成
や
ア
ウ
ト
カ
ム
を
高
め
て
い
く
た
め
の
条
件

と
し
て
、
経
済
的
基
盤
の
確
立
は
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
大
学
人
は

念
頭
に
置
い
て
行
動
す
る
べ
き
で
あ
る
。
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図６ 利用している奨学金の種類（自宅／自宅外）
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